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く
そ
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
分
野
の
文

五
六
年
度
は

全
国
各
地
で

輿
に
有
意
義
な
も
の
に
対
し
助
成
を
行
っ
た
。

――-==-――-=-＿＿＿＿＿＿―-l-特集

近
年
、
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心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
国
民
の
文
化
的
欲
求
が
著
し
く
高
ま

文
部
省
に
お
い
て
は
r

国
民
が
等
し
く
か
か
る
芸
術
文
化
を
享
受
し

う
る
よ
う
r

①
す
ぐ
れ
た
芸
術
文
化
活
動
の
奨
励
、
②
芸
術
鑑
賞
機
会

の
充
実
、
③
地
方
文
化
活
動
の
振
輿
等
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
r

我
が
国
の
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化

的
選
産
を
大
切
に
保
存
し
r

伝
承
し
、
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
r

広

化
財
に
つ
い
て
継
続
し
て
調
査
研
究
を
進
め
、
指
定
上
選
定
の
充
実
を

図
る
と
と
応
応
こ
れ
ら
の
文
化
財
の
管
理
r

修
理
、
防
災
等
の
保
存

て
い
る
。

化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

「
文
化
の
時
代
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

り
ま
た
、
国
際
化
の
す
う
勢
の
中
で
高
い
水
準
の
す
ぐ
れ
た
芸
術
文

文
化
行
政
の
概
況

｛ じ

措
置
の
万
全
を
期
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
f
無
形
の
文
化
財
の

記
録
、
伝
承
の
た
め
、
抱
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
を
奨
励
す
る
た
め
の
旋
策
と
し
て
f
昭
和
五

六
年
度
は

r

次
の
各
事
業
を
行
っ
た
。
芸
術
祭
は
P
-
0
月
、
•
(
l

主
催
公
横
、
協
賛
公
演
r

参
加
公
演
（
作
品
）
を
実
麓
し
、

（
作
品
）
の
う
ち
優
秀
な
忠
の
に
芸
術
祭
大
賞
・
優
秀
賞
を
授
与
し

た
。
新
進
芸
術
家
の
育
成
の
た
め
r

在
外
研
修
は
三
三
人
、
国
内
研
修

は
三
八
人
を
脈
遣
し
た
。
優
れ
た
成
果
を
上
げ
た
芸
術
家
二
団
体
を
顕

彰
す
る
た
め
、

参
加
公
演

臣
新
人
賞
）
や
日
本
芸
術
院
賞
f
舞
台
芸
術
創
作
奨
励
特
別
賞
の
授
与
、

新
人
美
術
作
品
買
上
、
優
秀
映
画
も
こ
ど
も
向
け
テ
レ
ビ
用
優
秀
映
画

の
製
作
奨
励
金
の
交
付
（
そ
れ
そ
れ
、

1
0
本
及
び
五
本
）
な
ど
を
行
っ

た
。
民
間
芸
術
関
係
団
体
の
行
う
事
業
の
う
ち
我
が
国
芸
術
文
化
の
振

ま
た
、
国
民
の
芸
術
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
図
る
旋
策
と
し
て
r

昭
和

こ
ど
も
芸
術
劇
楊
一

0
二

公

譴

青

少

芸
術
選
奨
(

-

0

部
門
に
つ
き
、
文
部
大
臣
賞
及
び
文
部
大

月、

芸
術
文
化
の
振
興

.--53 -



定
・
選
定
し
て
い
る
文
化
財
は

昭
和
五
七
年
―
―
一
月
一
日
現
在
r

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、
国
が
指

重
要
文
化
財
（
国
宝
を
含
む
）

一
万

四

文

化

財

保

護

の

充

実

正
化
を
図
る
た
め
の
研
修
、
宗
教
法
人
の
活
動
等
に
関
す
る
調
査
研
究

を
図
る
と
と
も
に
著
作
権
者
等
の
経
済
的
利
益
を
確
保
す
る
た
め
の
著

作
権
の
集
中
的
処
廻
楓
構
の
在
り
方
等
に
関
す
る
詞
査
研
究
な
ど
を
行

昭
和
五
七
年
度
は
f
一
史
巳
著
作
物
の
新
利
用
方
法
の
開
発
・
普
及

に
伴
う
著
作
権
問
題
に
関
す
る
実
態
胴
査
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ

宗
務
行
政
関
係
で
は
r

宗
教
法
人
の
規
則
等
の
認
証
、
都
道
府

県
に
お
け
る
該
証
事
務
に
対
す
る
指
導
r

宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
適

和
互
六
年
度
か
ら
新
た
に
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
参
考
基
準
。
指

針
と
な
る
べ
き
資
料
と
し
て
「
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
手
引
き
」
を

形
民
俗
文
化
財
―
―

璽
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
一
七
地

区
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
叫
文
化
財
の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
伝
統
的
な
技
術
叉
は
技
能
が
r

選
定
保
存
技
術
と
し
て
三

昭
和
五
六
年
度
に
お
い
て
は
、
国
宝
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

建
造
物
r

美
術
工
芸
品
や
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
に
つ
い
て
、
文
化
財

保
護
の
実
効
を
確
保
す
る
た
め
r

計
画
的
に
保
存
修
理
や
防
災
事
業
を

行
う
た
め
の
補
助
金
及
び
国
指
定
文
化
財
の
管
理
の
万
全
を
期
す
る
た

め
防
災
設
備
の
保
守
点
検
、
小
修
理
等
文
化
財
の
維
持
管
理
の
た
め
の

補
助
金
を
計
上
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
助
成
を
行
っ
た
。
さ
ら

巳
国
宝
・
重
要
文
化
財
等
（
美
術
工
芸
品
）
の
散
逸
を
防
止
し
、

史
跡
等
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
に
由
緒
の
あ
る
史
跡
等
の
整
備
を
促

進
す
る
よ
う
史
跡
等
保
存
整
備
事
業
に
対
す
る
補
助
金
、
さ
ら
に
史
跡

等
の
保
存
の
た
め
、
土
地
を
公
有
化
し
r

史
跡
公
園
等
と
し
て
遺
構
の

外
流
出
を
避
け
る
等
の
た
め
、
国
に
お
い
て
買
上
げ
を
行
っ
た
。

作
成
し
て
い
る
。

海

を
行
う
と
と
も
に
、
宗
務
時
報
：
宗
教
年
鑑
を
発
行
し
た
。
ま
た
、
昭

(4) 
こ。
ふ
ー

九
件
選
定
さ
れ
て
い
る
。

つ
こ
。,T 

ニ
四
件
、

件
r

保
持
団
体

一
件
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
一
四

0
件
、
霊
要
票

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
各
個
指
定
四
七
件
・
総
合
指
定
七

五
六
年
六
月
）
の
説
朋
会
を
開
催
し

ギ
一
｛

著
作
物
の
円
滑
な
利
用
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
（
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
含
む
）

著
作
権
問
題
に
つ
い
て
の
著
作
権
審
鵬
会
第
五
小
委
員
会
報
告

（
昭
和

l

r

(

U

八
六
件
（
美
術
工
芸
品
九

ニ
ニ
七
件
、
建
造
物
一
r

九
四
九
件
）

①
国
語
関
係
で
は

当
用
漠
字
表
及
び
同
字
体
表
等
の
改
善
芹
こ
｛

(3) 

著
作
檀
関
係
で
は
、
録
音
。
録
画
機
器
の
発
達
こ
晋
及
に
伴
う

国
語
•
著
作
権
。
宗
教

関
係
者
に
対
し
r

必
要
な
指
導
法
の
研
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た

こ
の
教
材
を
用
い
て
引
揚
者
に
日
本
語
教
育
の
指
導
を
行
う

演
劇
、
公
立
文
化
会
館
の
職
員
の
研
修
や
r

美
術
の
譜
習
会
等
に
対
す
る
指
導
者
の
派
遣
を
行
っ
た
。

、
。

て
ー
こ
令

地
方
で
開
催
さ
れ
る
音
楽
f

場
面
に
即
し
た
実
際
的
な
日
本
語
教
材
を
開
発
し
配
布
す
る
こ
と
と
し

回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に
対
し
補
助
を
行
っ
た
。

は
、
栃
木
県
で
第
六
回
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
ほ

五
七
年
度
か
ら
、
中
国
引
揚
者
が
帰
国
後
遭
遇
ず
る
日
常
の
各
種
生
活

昭
和
五
七
年
度

j
の
中
国
引
揚
者
の
生
活
適
応
の
円
滑
化
に
役
立
て
る
た
め

昭
和

た
。
ま
た
、

昭
和
五
六
年
七
月
r

秋
田
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
五

引
き
揚
げ
て
き
て
い
る
。

巡
回
公
演
等
や
県
高
校
芸
術
文
化
祭
等
の
芸
術
文
化
事
業
を
補
助
し

昭
和
四
七
年
の
国
交
疋
常
化
以
来

い
わ
ゆ
る
日
中
孤
児
が
次
々
と

和
五
六
年
度
は

引
き
続
き
、
部
道
府
県
が
行
う
芸
術
祭
、
美
術
展
f

開
始
し
た
。

`
_
’
 

C
4
 

（
 
中
国
引
揚
者
に
対
す
る
日
本
語
教
育
（
新
規
）

さ
ら
に

地
方
に
お
け
る
文
化
活
動
を
振
奥
す
る
麓
策
と
し
て
、
昭

こ。
4
1
 

し

「
現
代
か
な
づ
か
い

の
内
容
上
の
間
題
点
を
中
心
に

検
討
を

術
名
品
展
及
び
現
代
美
術
選
抜
展
を
、
合
わ
せ
て
全
国
七
か
所
で
行
っ

ま
た

昭
和
五
七
年
三
月
に
は
第
一
五
期
の
国
語
審
議
会
が
発
足

演
を
実
施
し
た
。
ま
た

巡
回
美
術
展
は
r

国
立
美
術
館
所
蔵
内
外
美

定
さ
れ
た
。

者
年
に
協
賛
し
て
盲
学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
て
合
唱
の
巡
回
公

づ
き
r

陪
和
五
六
年
・
一

0
月
一
日
付
げ
で
内
閣
告
示
。
内
閣
訓
令
が
制

旋
す
る
と
と
も
塁
特
に
こ
ど
も
芸
術
劇
場
に
お
い
て
は
r

国
際
障
害

会
生
活
で
の
漢
字
使
用
の
目
安
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

j
の
答
申
に
基

つ
こ
。
キ'‘

ま
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

！
 

。
へ
き
地
公
演
二
七
公
演
を
引
き
続
き
実

来
八
年
間
に
わ
た
る
恢
霊
審
議
の
結
果
の
ま
と
め
で
あ
り
、

一
般
の
社

こ
の
う
ち
、

」
ど
怠
芸
術
劇
場
。
青
少
年
芸
術
劇
場
に
お
い
て

字
表
」
が
答
申
さ
れ
た
。

こ
の

「
常
用
漠
字
表
」
は

昭
和
四
七
年
以

年
芸
術
劇
場
九
―
公
演
r

移
動
芸
術
祭
一
九
三
公
演
の
巡
回
公
演
を
行

か
わ
る
も
の
と
し
て

国
語
審
議
会
か
ら
昭
和
五
六
年
三
月
「
常
用
漠
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尉
調
査
セ
ン
タ
ー
は
一
五
館
と
な
っ
た
。

歴

史

資

二
五
館
に
つ
い
て
補
助
金
を

そ
の
伝
承
に
必
要
な
後
継
者
養
成
等
の
事
業
に
対
す
る
補
助
を
行
っ

地
方
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
文
化
会
館
、

料
館
等
の
公
立
の
文
化
旅
設
の
建
設
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
に
対
し

音
楽
堂
ー
．
劇
楊
f

と
な
っ
た
。

歴
史
民
俗
資

美
術
展
示
楊
等
の
機
能
を
も
つ
公
立
文
化
会

は
、
地
域
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
が
r

昭
和
五
六
年
度
に
は
r

交
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
殷
置
さ
れ
た
文

化
会
館
品
芸
翠
席
五

0
0席
以
上
の
ホ
ー
ル
を
も
つ
慮
の
）
は
、

ま
た
、
尼
史
民
俗
資
料
館
は
地
域
社
会
の
民
俗
文
化
財
、

昭
和
五
六
年
度
に
は
四
一
館
に
つ
い
て
補
助
し
た
筏
か
、

ニ
ニ
五
館

料
、
考
古
資
料
を
収
集
、
保
存
、
活
用
す
る
た
め
の
胞
設
で
あ
る
が
r

埋
蔵
文
化
財

調
査
七
ン
タ
ー
八
館
に
補
助
金
を
交
付
し
た
。
こ
れ
よ
り
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
歴
史
民
俗
資
料
館
は
三

0
五
館
r

埋
蔵
文
化

て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

(2) 

地
方
文
化
施
設
の
整
備

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
r

文
化
財
の
保
存
に
不
可
欠
な
文
化
財
保
存
技
術
に
つ
い
て

続
ぎ
建
設
予
定
地
（
東
京
都
渋
谷
区
）
の
隣
接
民
有
地
の
取
得
を
行

こ。
キー 活
動
や
記
録
作
成
等
伍
承
の
た
め
の
楠
助
金
を
計
上
し
て
助
成
を
行
っ

関
係
方
面
よ
り
強
い
要
望
か
あ
り
、

昭
和
四
六
年
度
に
詞
査
費
を
計
上

し
て
以
来
設
立
章
備
を
推
進
し
て
き
た
が
、
昭
和
五
七
年
度
に
立
引

防
災
等
の
事
業
に
対
す
る
袖
助
金
f

地
方
公
共
団
体
が
行
う
地
域
伝
承

の
殿
堂
と
な
る
第
二
国
立
劇
場
品
仮
称
）
に
つ
い
て
は

か
ね
て
か
ら

と
し
て
実
麓
す
る
と
と
忠
に

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
修
坦

ま
た
、

オ
ペ
ラ
、
バ
レ
＝
、
現
代
舞
踏
、
現
代
演
劇
等
の
舞
台
芸
術

民
俗
文
化
財
に
つ
い
て

方
言
r

民
謡
等
各
稽
詞
査
を
補
助
事
業

た
ほ
か
、
公
開
亭
業
へ
の
補
助
を
行
っ
立
。

区
に
国
立
能
楽
堂
（
仮
称
）
及
び
大
阪
市
南
区
に
国
立
文
楽
劇
場
（
仮

業
お
よ
び
直
要
無
形
文
化
財
保
持
者
斤
冨
対
し
て
特
別
助
成
金
を
計
上
し

重
要
無
形
文
化
財
に
つ
い
て
保
存
団
体
が
行
う
後
継
者
養
成
等
の
事

和
五
五
年
度
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
麓
設
の
入
場
者
総
数
は
約
ニ
ニ
七
万

な
っ
て
い
る
。
ま
た
新
し
い
国
立
文
化
旋
設
と
し
て
東
京
都
渋
谷

称
）
を
惹
設
中
で
あ
る
。

旋
設
設
置
等
の
事
業
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
た
。

刀
口廿

と
な
っ
て
い
る
た
心
幼
樹
保
護
、
株
護
柵
設
置
、
捕
獲
、
保
護
管
理

ま
た

天
然
記
念
物
（
カ
モ
ジ
カ
等
）
の
食
害
が
大
き
な
社
会
問
題

応
す
る
た
め
発
掘
詞
査
に
対
す
る
補
助
金
を
計
上
し
r

助
成
し
た
。

増
大
に
伴
し
そ
の
保
存
が
各
地
で
問
題
に
な
っ
て
お
り

こ
れ
に
対

埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は

都
市
化
の
進
晨
開
発
事
業
の
急
遼
な

鳥
。
藤
原
宮
跡
等
の
発
掘
詞
査
お
よ
び
整
備
を
実
旋
し
た
。

つ
い
て
袖
助
金
を
計
上
し
た
。
ま

特
別
史
跡
平
城
宮
跡
お
よ
び
飛

保
存
、

活
用
を
図
る
よ
う
地
方
公
共
団
体
の
行
う
史
跡
等
の
買
上
げ
に

財
の
保
存
，
活
用
の
事
業
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

文
化
の
振
輿
に
は
各
種
の
文
化
旋
設
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
が
、
昭
和
五
七
年
一
二
月
現
在
、
國
立
の
文
化
旋
設
と
し
て
は
r

博
物

館
三
館
（
東
京
、
京
都
、
奈
良
）
及
び
国
立
劇
場
（
東
京
）
が
あ
る
。

①
固
立
文
化
施
設
の
整
備

昭
和
五
七
年
度
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
六
年
度
に
引
き
続
き
f

こ。
キ
ー

王
文
化
施
設
の
整
備

文
化
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市
民
一
ぐ
ホ
ー
ツ
八
石
川
県
松
任
市
＞
t

現
地
ル
ボ

（
出
席
者
）

体
育
ス
奉
ー
ツ
旋
設
の
現
況

学
校
開
放
八
千
葉
県
松
戸
市
＞

解

説

地
域
に
根
ざ
す
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

健
康
で
た
く
ま
し
い
こ
ど
も
の
育
成

松
田
小
野

ス
ポ
ー
ツ
を
生
涯
の
友
に

座
談
会

|

1

1

ー

次

生
涯
ス
ボ
ー
ジ
の
推
進

特
集

清
子
・
阪
本

岩
男
・
（
司
会
）
福
島

こ
れ
か
ら
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

号

目

遠
藤
嘉
戸

森
田

幸
雄

央
・
高
石

靖
夫
I 

脩

体
育
局
ス
1
5

ー
ツ
課

八

代

勉

弥

邦
男

次

ー

1

1

江
橋
慎
四
郎

▽
各
省
庁
か
編
集
す
る
政
府
刊
行
物
の
う
ち

政
治
、
経
済
，
社
会
の
実
態
と
政
府
の
施
策

の
現
状
に
つ
い
て
国
民
の
認
識
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
白
書
の
類
は
、
現

在
三

0
種
類
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

文
部
省
て
も
、
敦
育
白
書
「
我
が
国
の
教

育
水
準
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

五
年
に
一
回
の
刊
行
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
毎
年
の
文
敦
の
施
策
の
展
開
や
隈
望
に

つ
い
て
は
、
例
年
本
誌
の
四
月
号
で
当
該
年

度
の
予
算
を
中
心
と
し
た
特
集
「
文
教
行
政

の
展
望
」
そ
の
他
の
資
料
に
よ
っ
て
周
知
が

図
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

▽
今
回
の
四
月
号
で
は
、
従
来
の
特
集
内
容

を
広
げ
、
文
教
行
政
全
般
に
わ
た
る
五
六
年

度
の
実
績
と
五
七
年
度
の
歴
望
を
中
心
に
し

て
分
野
別
に
解
説
す
る
形
に
発
展
さ
せ
r

特

集
テ
ー
『
も
「
文
教
施
策
の
進
展
」
と
改
め

ま
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
種

の
文
敦
施
策
が
流
れ
と
し
て
理
解
さ
れ
易
く

な
る
こ
と
を
願
っ
て
改
善
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
基
礎
資
料
糧
に
は
、
学
校
敦
育
そ
の
他

の
現
況
を
示
す
統
計
資
料
な
ど
も
収
め
て
お

り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
広
く
御
活
用
い
た
だ

け
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
企
画
室
）
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